




平成 26 年度における主要な業務活動と関連データを以下に示します。 
 
平成 26 年度主要活動状況 
 
 平成 26 年 4 月 有機廃液受入（第 1 回），無機廃液受入（第 1 回）， 
津島地区排水定期分析（以後毎月）， 岡山市立入採水対応（9 日：津島地区） 
            5 月 廃液処理技術指導員講習会（津島地区），有機廃液受入（第 2 回） 
       6 月  有機廃液受入（第 3 回），無機廃液受入（第 2 回），特殊廃液受入（第 1 回）， 
         PRTR 報告，PCB 報告，廃棄物報告 
       7 月 有機廃液受入（第 4 回），岡山市立入採水対応（14 日：津島地区） 
       8 月  
       9 月 有機廃液受入（第 5 回） 
      10 月 有機廃液受入（第 6 回），写真廃液受入，化学物質管理状況監査（2 月まで） 
         岡山市立入採水対応（3 日：津島地区） 
      11 月 有機廃液受入（第 7 回），無機廃液受入（第 3 回） 
      12 月 廃液処理技術指導員講習会（鹿田地区），有機廃液受入（第 8 回） 
平成 27 年 1 月 有機廃液受入（第 9 回），無機廃液受入（第 4 回），特殊廃液受入（第 2 回）， 
         岡山市立入採水対応（21 日：津島地区） 
2 月 有機廃液受入（第 10 回） 
3 月   
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１．廃液搬入量について 
 平成 26 年度に環境管理センターへ搬入された廃液量について以下に示します。 
 
1.1 無機廃液 
             表 1 平成 26 年度無機廃液部局別搬入量           （単位：kg） 
 異分 教育 理 医歯 薬 工 環理 農 植研 学務 環セ 合 計
重金属    94     0 1,434   23 82 1,284 1,310   417    32   750    46   5,472
水 銀     0     0     0     8    0    27    91     0    23     0     0    149
シアン    11     0     7     0    0     0    46     0     0    21     0     85




             表 2 平成 26 年度有機廃液部局別搬入量           （単位：kg） 
 学務 教育 理 鹿田 薬 工 環理 農 植研 自セ 異分 環セ 合 計
非水溶性有機溶媒   25  110  796  226  463 2,941  128  183    0    0  192    0  5,064
水溶性有機溶媒   18    0  524  258  145 1,077  991  662   49    0  246    0  3,970
廃オイル類   10    0  114    0   69    354   76   14   16    8   34    0     695
その他自燃性有機廃液    0    0   25   44    0     49   35  248    0    8    0    0    409
低濃度塩素系有機廃液   11    0  482    0 2,164 1,146   72  111   21    0    0    0   4,007
高濃度塩素系有機廃液  117    0 1,503    9 2,068 3,726 1,511  178   49    2  186    4   9,353
ホルマリン廃液    0    9  130 224    8      2    0    0    0    0    0    0    373
その他難燃水系廃液   11    0  188  617  939 2,732 1,520  105   50   36   71   21    6,290




            表 3 平成 26 年度写真廃液部局別搬入量        （単位：kg ） 
 学務 保セ ア総 教育 理 医歯 薬 工 環理 農 植研 文 環セ 合 計 
現像廃液   57    0    0    0    2  184    0   40    0    0   47    0   32    362 
定着廃液  37    0    0    0    1  172    0   42    0    0    9    0   36     297 




表 4 平成 26 年度特殊廃液部局別搬入量  （単位：kg ） 
 学務 理 鹿田 薬 工 環 農 植研 合計 





























表 6 平成 26 年度部局別廃棄物処理量集計 














事務局          32    26.474 10.666 18.536  55.676
事務局（学務部）          23 22.405 29.664 24.028 76.097
社会文化科学研究科          11 14.908 6.995  1.005  22.908
教育学部          23 15.261 4.326  20.933  40.520
理学部          88 16.392 6.511  29.922  52.825
薬学部          35 7.304 12.770  17.990 38.064
工学部         101 55.603 20.414  39.087  115.104
環境理工学部          56 19.585 5.408  54.418  79.411
農学部          26 12.252 12.130  12.048  36.430
情報統括センター           - 5.010 0.524         - 5.534
附属図書館          7 16.128 2.757  78.757  97.642
保健管理センター           2 -  0.879  0.108  0.987
環境管理センター          86 -  -  40.505  40.505 
グローバル・パートナーズ           6 1.929 47.742  2.300  51.971 
自然生命科学研究支援センター（動物資源）          47 -  3.830  2.675  6.505
異分野融合先端研究コア          15 3.493 1.082  2.347  6.922
研究推進産学官連携機構           - -  -         -        -
理学部附属臨海実験所           3 -  -  0.226  0.226
医歯薬学総合研究科（鹿田）         82 3.726 -  18.777  22.503
大学病院         371 279.880 738.360  437.700  1,455.940
大学病院三朝医療センター          8 4.235 1.900  1.580  7.715
地球物質科学研究センター          16 4.096 3.660  9.856  17.612
資源植物科学研究所          24 4.619 8.451  10.628  23.698
附属小学校           - -  16.504  4.850 21.354
附属中学校           - -  6.486         - 6.486
附属特別支援学校           3 -  0.026  2.660  2.686









4.1 平成 26 年度 PRTR 法第一種指定化学物質の使用量，排出量，移動量概要 
 PRTR 法に基づく第一種指定化学物質の取り扱いについては，学内規定に基づき，毎年度 5 月まで
に報告することとされています。平成 26 年度の取りまとめの結果の抜粋を表 7 に示します。 
 津島地区で排出量・移動量が年間 1 トンを超えたクロロホルム，ジクロロメタン及びノルマル-ヘ
キサンについて国へ届出を行いました。 
 
表 7 平成 26 年度 PRTR 法に基づく第一種指定化学物質の排出量・移動量 （単位：kg ） 
第一種指定化学物質 排出量 移動量 排出量・移動量計 
アセトニトリル      60.4      940.1          1,0004 
エチレンオキシド      138.0※）        0.0           138.0 
キシレン       16.4      374.9           391.3 
クロロホルム       57.1     3,620.9         3,678.0 
ジクロロメタン        2.2     2,188.5         2,190.7 
ジメチルホルムアミド        0.9      266.1           267.0 
トルエン        3.6      606.0           609.5 
ノルマル-ヘキサン       29.0     5,939.8         5,968.8 
ベンゼン        0.2       30.2            30.4 
ホルムアルデヒド        2.5       88.6            91.1 
       ※）エチレンオキシドの排出には，触媒により無害化がなされています 
  
4.3 化学物質管理状況監査 
 平成 26 年度化学物質管理状況監査は，規程が大幅に改正された事を踏まえ，体制整備ができてい
るかどうか，また改正内容の説明を兼ねて現地調査を行いました。  
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